
開催日時 令和４年７月31日（日）

午前９時30分　競技開始

開催場所 霧島ヶ丘公園　第５駐車場

主催 鹿児島県消防協会肝属支部

肝属支部消防操法大会

令和４年度



[競技種目]

　小型ポンプの部　(５チーム) 09：30～10：20　※競技終了次第、表彰

　ポンプ車の部 　(４チーム) 10：50～12：00　※競技終了次第、表彰

※参考

　県大会 ８月26日(金)　鹿児島県消防学校

　全国大会 10月29日(土)　千葉県　千葉県消防学校

役 名 氏 名

大 会 会 長 中西　茂

大 会 副 会 長 井之上　芳德

〃 波江野　孝

大 会 運 営 委 員 後迫　浩一郎

〃 川畑　安正

〃 山神　良明

〃 西山　康郎

〃 有村　逸雄

〃 前田　正弘

〃 田中　昭弘

〃 内山　智文

〃 小島　義人

〃 下八重　克則

〃 前村　春海

〃 楠原　新一郎

大隅肝属地区消防組合　総務課長

大隅肝属地区消防組合　中央署長

大隅肝属地区消防組合　東部署長

大隅肝属地区消防組合　南部署長

東串良町消防団長

錦江町消防団長

南大隅町消防団長

垂水市消防本部　次長

大隅肝属地区消防組合　次長

副支部長

〃

垂水市消防長

垂水市消防団長

肝付町消防団長

大　会　プ　ロ　グ　ラ　ム

大 会 役 員 名

職 名

支部長
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種別 担　　　　　当 所 属 階 級 氏 名

審 査 長 大隅肝属地区消防組合 司 令 長 内 山 智 文

審 査 班 長 〃 司 令 小 村 昌 浩

〃 司 令 山 下 努

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 杢 田 稔

大隅肝属地区消防組合 司 令 清 水 正 伸

〃 司 令 吉 永 雄 二

〃 司 令 補 福 迫 慎 治

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 大 重 秀 嗣

大隅肝属地区消防組合 司 令 補 坂 口 伸 一

〃 司 令 補 西 海 和 憲

〃 司 令 石 川 和 弘

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 西 原 隆 明

大隅肝属地区消防組合 司 令 補 東 弘 樹

〃 司 令 補 原 田 信 隆

〃 士 長 中 牧 雅 彦

〃 士 長 中 水 流 徹

垂 水 市 消 防 本 部 士 長 水 迫 勇 樹

大隅肝属地区消防組合 士 長 柳 井 谷 昌 志

〃 士 長 下 本 地 香

〃 士 長 松 元 勝 志

〃 士 長 黒 木 勇 輝

審査員及び補助員

総 合

指 揮 者

１ 番 員ポ
　
　
ン
　
　
プ
　
　
車

給 水 係

２ 番 員

３ 番 員

４ 番 員

計 時

準 備 係
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審 査 班 長 垂 水 市 消 防 本 部 司 令 岩 元 昭 一

大隅肝属地区消防組合 司 令 山 下 努

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 杢 田 稔

大隅肝属地区消防組合 司 令 清 水 正 伸

〃 司 令 吉 永 雄 二

大隅肝属地区消防組合 司 令 補 福 迫 慎 治

〃 司 令 補 東 弘 樹

〃 司 令 補 西 海 和 憲

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 西 原 隆 明

大隅肝属地区消防組合 司 令 石 川 和 弘

垂 水 市 消 防 本 部 司 令 補 大 重 秀 嗣

大隅肝属地区消防組合 士 長 中 牧 雅 彦

〃 士 長 中 水 流 徹

垂 水 市 消 防 本 部 士 長 水 迫 勇 樹

大隅肝属地区消防組合 士 長 柳 井 谷 昌 志

〃 士 長 下 本 地 香

〃 士 長 松 元 勝 志

〃 士 長 黒 木 勇 輝

黒 瀬 慎 吾

湊 﨑 浩 一

西 中 村 成 彰
内 村 哲 也

二 之 宮 健 汰

内 村 大 輔

永 井 千 貴

上 之 原 智

村 田 勉

＊ 延期の場合も審査員は同じです。

進 行 係 事 務 局

記 録 係

集 票 係

失 格 の タ イ ム 測 定

事 務 局

東 串 良 町 消 防 係

肝 付 町 消 防 係

南 大 隅 町 消 防 係

錦 江 町 消 防 係

垂 水 市 消 防 係

鹿 屋 市 消 防 係

小
 
型
 
ポ
 
ン
 
プ

総 合

指 揮 者

１ 番 員

２ 番 員

３ 番 員

計 時

準 備 係

給 水 係
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１ 内容

火災時の消火活動を想定し、消防ポンプからホースを延長して標的を倒して、活

　動を終了するまでの競技を行い、その安全性、迅速性及び確実性を競う。

２ 種目

消防ポンプの種類ごとに「小型ポンプの部」及び「ポンプ車の部」に分けて行う。 

(1)　小型ポンプの部

　 ・小型ポンプから二重巻きホースを手でひろめて３本延長する。

   ・放水により標的を倒し、元の位置に集合するまでを競う。

   ・ホース、吸管及び枕木の収納は省略する。

(2)　ポンプ車の部

   ・ポンプ車から二重巻きホースを手でひろめて３本延長する。

   ・１線ごとにホースを延長し、２線延長する。

   ・放水により第１線及び第２線の標的を倒し、元の位置に集合するまでを競う。

   ・ホース、吸管及び枕木の収納は省略する。

３ 使用資機材 省略

４ 資機材の配置

消防ポンプ操法実施要領のとおり 

５ ライン、水利、標的 

消防ポンプ操法実施要領のとおり 

６ 所要基準時間 

ポンプ操法の所要基準時間は、次のとおりとする。

〈小型ポンプの部〉

　　ホース延長・・・45秒

〈ポンプ車の部〉

　　第１線延長・・・55秒　　　　第２線延長・・・65秒

競　技　要　領
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水
利

水

放水停止線 放水停止線
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＜ポンプ車の部＞ ＜小型ポンプの部（右放口）＞

標的
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１　小型ポンプの部

団体 技能賞

順 位 分 団 名 要員別 分 団 氏 名

優 勝 指揮者

準 優 勝 １ 番 員

第 ３ 位 ２ 番 員

３ 番 員

２　ポンプ車の部

団体 技能賞

順 位 分 団 名 要員別 分 団 氏 名

優 勝 指揮者

準 優 勝 １ 番 員

第 ３ 位 ２ 番 員

３ 番 員

４ 番 員

結　　　果
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肝属支部

小型ポンプの部 ポンプ車の部

支 部 大 会 支 部 大 会

昭和45 　鹿屋市 　高山町

昭和47 　高山町 　　　〃

昭和49 　鹿屋市 　大根占町

昭和51 　田代町　　　川原分団 　大根占町　　中央分団

昭和53 　　　　〃 　高山町　　 　東部分団

昭和55 　　　　〃 　大根占町　　中央分団

昭和57 　大根占町　　宿利原分団 　　　　〃

昭和59 　　　　〃 　鹿屋市　　　 東原分団

昭和61 　内之浦町　　北方分団 　大根占町　　中央分団

昭和63 　東串良町　　柏原分団 　鹿屋市　　　 西俣分団

平成２ 　根占町　 　　登尾分団 　　　　〃

平成４ 　　　　〃 　根占町　　 　神山分団

平成６ 　大根占町　　池田分団 　大根占町　　中央分団

平成８ 　大根占町　　宿利原分団 　　　　〃

平成10 　　　　〃 　鹿屋市　　 　野里分団

平成12 　大根占町　　池田分団 　　　　〃

平成14 　　　　〃 　　　　〃

平成16 　　　　〃 　　　　〃

平成18   錦江町　　　池田分団 　錦江町　　 　中央分団

平成20  南大隅町　　大中尾分団 　鹿屋市　　　 野里分団

平成22

平成24  南大隅町　　大中尾分団 　鹿屋市　　　 野里分団

平成26 　　　　〃 　鹿屋市　　　 市成分団

平成28  鹿屋市　     平南分団 　錦江町　　　 中央分団

平成30  錦江町　     麓分団 　　　　〃

令和2・3

操法大会歴代優勝分団

年　度

口蹄疫により中止

新型コロナウイルス感染症により中止
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